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10.1.7 景観 

1. 主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観

(1)調査結果の概要

① 主要な眺望点及び景観資源の状況

a. 文献その他の資料調査

(a)調査地域

「自然との触れ合い分野の環境影響評価技術（Ⅱ） 調査・予測の進め方について～資料

編～」（環境省 自然との触れ合い分野の環境影響評価技術検討会中間報告、平成 12年）に

掲載されている、「垂直視角と送電鉄塔の見え方」によれば、「垂直見込角が 1～2°を超え

ると景観的に気になり出す可能性がある」とされていることから、風力発電機が垂直視野

角 1度以上で視認できる可能性がある範囲を景観的な影響が生じうる範囲として、主要な眺

望点における調査地域を図 10.1.7-1 の破線の内側とした。 

垂直視野角 1 度の範囲は、風力発電機（地上高さ：195.5m）から約 11.3km である。 

また、景観資源における調査地域も同様に、図 10.1.7-2 のとおりとした。 

(b)調査方法

「第 3 章 3.1.6 景観及び人と自然との触れ合いの活動の場の状況 1.景観の状況」に記

載のとおり、文献その他の資料による情報収集並びに当該情報の整理を行った。 

(c)調査結果

主要な眺望点及び景観資源の調査結果は、「第 3 章 3.1.6 景観及び人と自然との触れ合

いの活動の場の状況 1．景観の状況」のとおりである。 

主要な眺望点については、第 3章で選定した 9地点の他、住民が日常的に眺望する場所と

して 6地点追加した。さらに、方法書に対する意見等を踏まえ主要な眺望点として 4地点追

加し、計 18 地点を選定した。 

主要な眺望点の選定根拠は表 10.1.7-1、その位置は図 10.1.7-1 のとおりである。 

b. 対象事業実施区域の可視領域の検討

(a)検討方法

主要な眺望点の周囲について、メッシュ標高データを用いた数値地形モデルによるコン

ピュータ解析を行い、風力発電機（地上高さ：195.5m）が視認できる可能性のある領域を

可視領域とした。 

(b)検討結果

風力発電機の可視領域は図 10.1.7-1 のとおりである。
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表 10.1.7-1 景観調査地点 

番号 調査地点 距離区分／方向 設定根拠 

① 良寛と夕日の丘公園 中景／北北東 風力発電機が垂直視野角 1 度以上で視認できる可

能性のある範囲内において、不特定かつ多数の利

用がある地点を主要な眺望点として設定した。 
② 石地海岸 中景／西南西 

③ 夕日が丘公園 中景／西北西 

④ 高浜海水浴場 中景／南西 

⑤ 勝山城址 中景／南 

⑥ ぴあパーク とうりんぼ 遠景／南南西 

⑦ 赤田城址(見晴らし台) 遠景／南南東 

⑧ 道の駅「西山ふるさと公苑」 中景／南東 

⑨ 小木ノ城跡 遠景／東南東 

⑩ 浜忠地区 中景／東北東 風力発電機が垂直視野角 1 度以上で視認できる可

能性のある範囲内において、住宅等の存在する地

区（生活環境の場）を主要な眺望点として設定し

た。 

⑪ 滝谷地区 中景／南 

⑫ 黒部地区 中景／南東 

⑬ 別山地区 中景／東南東 

⑭ 別ヶ屋地区（一般国道 116 号） 中景／東 

⑮ 
西山自然体験交流施設ゆうぎ  

駐車場（主要地方道 48 号） 

近景／東北東 方法書に対する新潟県知事意見を踏まえ、対象事

業実施区域周辺の主要な道路沿いを主要な眺望点

として設定した。 ⑯ 一般県道 336 号（稲川地区） 中景／東 

⑰ 一般県道 336 号（石地地区） 中景／西 

⑱ 
道の駅「越後出雲崎・天領の

里」（一般国道 352 号） 

近景／北北西 

注：1．「景観工学」（日本まちづくり協会編、平成 13 年）の区分を参考に、近景は約 1km 以内、中景は約 1～5km、

遠景は約 5km 以上とした。 

2．方向は最寄りの風力発電機から見た眺望点の方向を示す。 
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図 10.1.7-1 対象事業実施区域周囲の可視領域及び主要な眺望点  

注：図中の番号は表 10.1.7-1 中の番号に対応する。 
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②  主要な眺望景観の状況 

a. 文献その他の資料調査 

(a) 調査地域 

将来の風力発電機の可視領域及び垂直視野角 1 度以上で視認できる可能性のある約

11.3km の範囲を踏まえ、図 10.1.7-1 のとおりとした。 

 

(b) 調査期間 

入手可能な最新の資料とした。 

 

(c) 調査方法 

「第 3 章 3.1.6 景観及び人と自然との触れ合いの活動の場の状況」及び「①主要な眺望

点及び景観資源の状況」の調査結果から主要な眺望景観を整理し、主要な眺望点と景観資

源との位置関係や展望を得られる方向、風力発電機からの距離を確認し、当該情報の整理

及び解析を行った。 

 

(d) 調査結果 

主要な眺望景観として、主要な眺望点及び景観資源の位置に展望を得られる方向を重ね、

図 10.1.7-2 のとおりとした。 
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図 10.1.7-2 主要な眺望景観  

注：図に示す情報の出典及び図中の番号は、「第 3

章 3.1.6 景観及び人と自然との触れ合いの

活動の場の状況」及び表 10.1.7-1 と同様であ

る。 
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b. 現地調査 

(a) 調査地域 

調査地域は将来の風力発電機の可視領域及び垂直視野角 1 度以上で視認できる可能性の

ある約 11.3km の範囲を踏まえ、図 10.1.7-1 のとおりとした。 
 

(b) 調査地点 

調査地点は図 10.1.7-2 のとおり、主要な眺望点 18 地点とした。 
 

(c) 調査期間 

調査期間は表 10.1.7-2 のとおりとした。 

調査期間については、落葉期を基本とし、「②石地海岸」、「④高浜海水浴場」及び「⑮西

山自然体験交流施設ゆうぎ 駐車場（主要地方道 48 号）」については、方法書に対する意見

を踏まえ、利用者が多いと考えられる夏季についても参考として調査を行った。調査時間

については、風力発電機の視認性を考慮し、晴天の日中に撮影を行った。なお「①良寛と

夕日の丘公園」及び「③夕日が丘公園」は、方法書に対する意見を踏まえ、夕日の時間帯

にも撮影を行った。 
 

(d) 調査方法 

現地踏査による写真撮影及び目視確認による情報の収集並びに当該情報の整理及び解析

を行った。現地調査において確認した眺望方向は図 10.1.7-2 のとおりである。なお眺望目

的の利用がなかった地点については眺望方向を図示していない。 

また、写真撮影位置は表 10.1.7-2 のとおりである。 
 

(e) 調査結果 

現地調査の結果及び主要な眺望景観の状況は図 10.1.7-3 の上段【現状】のとおりである。 
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表 10.1.7-2 調査日及び撮影位置 

番号 主要な眺望点 調査日 撮影位置 

① 良寛と夕日の丘公園 令和 5 年 3 月 29 日 公園内から撮影。 

② 石地海岸 
令和 4 年 8 月 7 日 

海岸から撮影。 
令和 4年 12月 12日 

③ 夕日が丘公園 
令和 5 年 3 月 28 日 

公園内から撮影。 
令和 5 年 3 月 29 日 

④ 高浜海水浴場 
令和 4 年 8 月 7 日 

砂浜から撮影。 
令和 5 年 3 月 29 日 

⑤ 勝山城址 令和 4年 12月 12日 山頂から撮影。 

⑥ ぴあパーク とうりんぼ 令和 5 年 3 月 29 日 施設横の道路から撮影。 

⑦ 赤田城址(見晴らし台) 令和 4年 12月 12日 北側見晴らし台から撮影。 

⑧ 道の駅「西山ふるさと公苑」 令和 4年 12月 12日 敷地内から撮影。 

⑨ 小木ノ城跡 令和 4年 12月 12日 展望台から撮影。 

⑩ 浜忠地区 令和 5 年 3 月 29 日 浜忠集落センター付近から撮影。 

⑪ 滝谷地区 令和 4年 12月 12日 滝谷集落開発センターから撮影。 

⑫ 黒部地区 令和 4年 12月 12日 二田コミュニティセンター付近から撮影。 

⑬ 別山地区 令和 5 年 3 月 29 日 西山コミュニティセンター別山分館付近から撮影。 

⑭ 別ヶ屋地区（一般国道 116号） 令和 5 年 3 月 29 日 川東地区コミュニティ消防センター周辺から撮影。 

⑮ 
西山自然体験交流施設ゆうぎ 
駐車場（主要地方道 48 号） 

令和 4 年 8 月 6 日 
駐車場から撮影。 

令和 4年 12月 12日 

⑯ 一般県道 336 号（稲川地区） 令和 5 年 3 月 29 日 一般県道 336 号沿いの稲川地区内から撮影。 

⑰ 一般県道 336 号（石地地区） 令和 4 年 3 月 4 日 一般県道 336 号沿いの石地地区内から撮影。 

⑱ 
道の駅「越後出雲崎・天領の
里」（一般国道 352 号） 

令和 5 年 3 月 29 日 敷地内の「夕凪の橋」から撮影。 

注：番号は図 10.1.7-1 に対応している。 
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(2)予測及び評価の結果 

①  土地又は工作物の存在及び供用 

a. 地形改変及び施設の存在 

(a) 環境保全措置 

地形改変及び施設の存在に伴う景観への影響を低減するため、以下の環境保全措置を講

じる。 

・地形及び樹木等による遮蔽状況を考慮した風力発電機の配置とした。 

・風力発電機は、周囲の環境になじみやすいような環境融和色（グレー系）に塗装する。 

・周囲の地形や既存道路等を活用することで、改変面積及び伐採面積を可能な限り低減

するとともに、造成により生じた切盛法面は適切に緑化を行い、植生の早期回復に努

め、修景を図る。 

 

(b) 予 測 

ｱ. 予測地域 

予測地域は対象事業実施区域及びその周囲とした。 
 

ｲ. 予測地点 

予測地点は図 10.1.7-2 のとおり、主要な眺望点 17 地点とした。 
 

ｳ. 予測対象時期等 

すべての風力発電施設が完成した時期とした。 
 

ｴ. 予測手法 

(ｱ)  主要な眺望点及び景観資源の状況 

主要な眺望点及び景観資源の位置と対象事業実施区域を重ねることにより影響の有無

を予測した。 
 

(ｲ)  主要な眺望景観の状況 

主要な眺望点から撮影した現況の眺望景観の写真に、将来の風力発電機の完成予想図

を合成するフォトモンタージュ法により、風力発電機の見え方や風力発電機と景観資源

の位置関係など、眺望の変化の程度を視覚的表現によって予測した。 
 

ｵ. 予測結果 

(ｱ)  主要な眺望点及び景観資源の状況 

主要な眺望点及び景観資源はいずれも対象事業実施区域外であるため、対象事業の実

施による直接的な改変の及ぶ区域とは重複しない。 

 

(ｲ)  主要な眺望景観の状況 

主要な眺望景観の変化の状況は図 10.1.7-3 の下段【完成後】のとおりであり、風力発

電機の視認状況の予測結果は表 10.1.7-3のとおりである。また、夕景が PRされている主

要な眺望点については【参考：夕景】として夕景の完成後も示す。 

なお、主要な眺望景観の変化の状況（フォトモンタージュによる予測結果）は水平画

角 60 度で図示した。  
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【現状】 

 

 
【完成後】 

 
 

 

図 10.1.7-3(1-1) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

①良寛と夕日の丘公園＜不可視＞ 

風力発電機が位置する範囲 
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【現状】 

 

 
【完成後】 

 
 

 
※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示し、付随する値は水平の広がりを示す。 

図 10.1.7-3(2-1) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

②石地海岸〔東〕  

風力発電機が位置する範囲 

28 度 
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【現状】 

 

 
【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示し、付随する値は水平の広がりを示す。 

図 10.1.7-3(2-2) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

②石地海岸〔南東〕  

風力発電機が位置する範囲 

3 度 
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【現状】 

 

 
【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示し、付随する値は水平の広がりを示す。 

図 10.1.7-3(2-3) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

②石地海岸〔南〕  

風力発電機が位置する範囲 

4 度 
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【現状】 

 

 
【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示する。 

図 10.1.7-3(2-4) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

【参考：夏季】②石地海岸〔東〕  

風力発電機が位置する範囲 
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【現状】 

 

 
【完成後】 

 
 

 

図 10.1.7-3(2-5) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

【参考：夏季】②石地海岸〔南東〕＜不可視＞  

風力発電機が位置する範囲 
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【現状】 

 

 
【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示する。 

図 10.1.7-3(2-6) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

【参考：夏季】②石地海岸〔南〕  

風力発電機が位置する範囲 
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【現状】 

 

 
【完成後】 

 
 

 

 

図 10.1.7-3(3-1) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

③夕日が丘公園〔北東〕＜不可視＞ 

  

風力発電機が位置する範囲 
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【現状】 

 

 
【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示し、付随する値は水平の広がりを示す。 

図 10.1.7-3(3-2) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

③夕日が丘公園〔東〕 

 

風力発電機が位置する範囲 

42 度 
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【現状】 

 
 
【完成後】 

 

水平画角：約 240 度 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示する。 

図 10.1.7-3(3-3) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

【参考：夕景】③夕日が丘公園（18 時頃撮影） 

 

 

風力発電機が位置する範囲 
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【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示し、付随する値は水平の広がりを示す。 

図 10.1.7-3(4-1) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

④高浜海水浴場  

風力発電機が位置する範囲 

4 度 
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【現状】 

 
 
【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示する。 

図 10.1.7-3(4-2) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

【参考：夏季】④高浜海水浴場 

  

 

風力発電機が位置する範囲 



 

10.1.7-22 

(1492) 

【現状】 

 

 
【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示し、付随する値は水平の広がりを示す。 

図 10.1.7-3(5) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

⑤勝山城址  

35 度 

風力発電機が位置する範囲 



 

10.1.7-23 

(1493) 

【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示し、付随する値は水平の広がりを示す。 

図 10.1.7-3(6) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

⑥ぴあパーク とうりんぼ  

風力発電機が位置する範囲 

5 度 



 

10.1.7-24 

(1494) 

【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示し、付随する値は水平の広がりを示す。 

図 10.1.7-3(7) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

⑦赤田城址(見晴らし台)  

風力発電機が位置する範囲 

30 度 



 

10.1.7-25 

(1495) 

【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示し、付随する値は水平の広がりを示す。 

図 10.1.7-3(8-1) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

⑧道の駅「西山ふるさと公苑」〔北西〕 

  

風力発電機が位置する範囲 

7 度 



 

10.1.7-26 

(1496) 

【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示し、付随する値は水平の広がりを示す。 

図 10.1.7-3(8-2) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

⑧道の駅「西山ふるさと公苑」〔北〕 

  

風力発電機が位置する範囲 

15 度 



 

10.1.7-27 

(1497) 

【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示し、付随する値は水平の広がりを示す。 

図 10.1.7-3(9) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

⑨小木ノ城跡  

風力発電機が位置する範囲 

57 度 



 

10.1.7-28 

(1498) 

【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示し、付随する値は水平の広がりを示す。 

図 10.1.7-3(10-1) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

⑩浜忠地区〔北東〕  

風力発電機が位置する範囲 

6 度 



 

10.1.7-29 

(1499) 

【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示し、付随する値は水平の広がりを示す。 

図 10.1.7-3(10-2) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

⑩浜忠地区〔南西〕  

風力発電機が位置する範囲 

22 度 



 

10.1.7-30 

(1500) 

【現状】 

 

 
【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示し、付随する値は水平の広がりを示す。 

図 10.1.7-3(11) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

⑪滝谷地区 

風力発電機が位置する範囲 

7 度 



 

10.1.7-31 

(1501) 

【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示し、付随する値は水平の広がりを示す。 

図 10.1.7-3(12-1) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

⑫黒部地区〔北西〕  

風力発電機が位置する範囲 

13 度 



 

10.1.7-32 

(1502) 

【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

 

図 10.1.7-3(12-2) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

⑫黒部地区〔北〕＜不可視＞  

風力発電機が位置する範囲 



 

10.1.7-33 

(1503) 

【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示し、付随する値は水平の広がりを示す。 

図 10.1.7-3(13-1) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

⑬別山地区〔西〕  

風力発電機が位置する範囲 

4 度 



 

10.1.7-34 

(1504) 

【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

 

図 10.1.7-3(13-2) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

⑬別山地区〔北西〕＜不可視＞  

風力発電機が位置する範囲 



 

10.1.7-35 

(1505) 

【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示し、付随する値は水平の広がりを示す。 

図 10.1.7-3(14) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

⑭別ヶ屋地区（一般国道 116 号）  

風力発電機が位置する範囲 

2 度 



 

10.1.7-36 

(1506) 

【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示し、付随する値は水平の広がりを示す。 

図 10.1.7-3(15-1) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

⑮西山自然体験交流施設ゆうぎ 駐車場（主要地方道 48 号）〔西〕  

風力発電機が位置する範囲 

21 度 



 

10.1.7-37 

(1507) 

【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

 

図 10.1.7-3(15-2) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

⑮西山自然体験交流施設ゆうぎ 駐車場（主要地方道 48 号）〔北〕＜不可視＞  

風力発電機が位置する範囲 



 

10.1.7-38 

(1508) 

【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示する。 

図 10.1.7-3(15-3) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

【参考：夏季】⑮西山自然体験交流施設ゆうぎ 駐車場（主要地方道 48 号）〔西〕  

風力発電機が位置する範囲 



 

10.1.7-39 

(1509) 

【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

 

図 10.1.7-3(15-4) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

【参考：夏季】⑮西山自然体験交流施設ゆうぎ 駐車場（主要地方道 48 号）〔北〕＜不可視＞  

風力発電機が位置する範囲 



 

10.1.7-40 

(1510) 

【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示し、付随する値は水平の広がりを示す。 

図 10.1.7-3(16-1) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

⑯一般県道 336 号（稲川地区）〔南西〕  

風力発電機が位置する範囲 

6 度 



 

10.1.7-41 

(1511) 

【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示し、付随する値は水平の広がりを示す。 

図 10.1.7-3(16-2) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

⑯一般県道 336 号（稲川地区）〔西〕  

風力発電機が位置する範囲 

28 度 



 

10.1.7-42 

(1512) 

【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示し、付随する値は水平の広がりを示す。 

図 10.1.7-3(17-1) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

⑰一般県道 336 号（石地地区）〔東〕  

風力発電機が位置する範囲 

52 度 



 

10.1.7-43 

(1513) 

【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

 

図 10.1.7-3(17-2) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

⑰一般県道 336 号（石地地区）〔南〕＜不可視＞  

風力発電機が位置する範囲 



 

10.1.7-44 

(1514) 

【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

※図中の赤枠は「風力発電機が視認できる範囲」を図示し、付随する値は水平の広がりを示す。 

図 10.1.7-3(18-1) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

⑱道の駅「越後出雲崎・天領の里」（一般国道 352 号）〔南〕  

風力発電機が位置する範囲 

43 度 



 

10.1.7-45 

(1515) 

【現状】 

 
 

【完成後】 

 
 

 

 

図 10.1.7-3(18-2) フォトモンタージュによる主要な眺望景観の予測結果 

⑱道の駅「越後出雲崎・天領の里」（一般国道 352 号）〔南西〕＜不可視＞  

風力発電機が位置する範囲 



 

10.1.7-46 

(1516) 

表 10.1.7-3(1) 風力発電機の視認状況の予測結果 

番号 予測地点 
垂直視野角が 

最大となる風車
との距離（㎞） 

最大垂直視野角 
（度） 

眺望の変化の状況 

① 良寛と夕日の丘公園 － 不可視 風力発電機は視認できないと予測する。 

② 石地海岸 2.0 5.5 

風力発電機の一部が地形、植生及び人工物
に遮蔽され、最大垂直視野角は 5.5 度であ
ると予測する。写真において風力発電機と
同時に視認できる景観資源はない。 

③ 夕日が丘公園 1.1 9.7 

風力発電機の一部が地形及び植生に遮蔽さ
れ、最大垂直視野角は 9.7 度であると予測
する。写真において風力発電機と同時に視
認できる景観資源はない。 

④ 高浜海水浴場 4.4 1.6 

風力発電機の一部が地形、植生及び人工物
に遮蔽され、最大垂直視野角は 1.6 度であ
ると予測する。写真において風力発電機と
同時に視認できる景観資源は「観音岬」が
ある。 

⑤ 勝山城址 2.7 4.1 

風力発電機の一部が地形及び植生に遮蔽さ
れ、最大垂直視野角は 4.1 度であると予測
する。写真において風力発電機と同時に視
認できる景観資源はない。 

⑥ ぴあパーク とうりんぼ 8.8 0.4 

風力発電機の一部が地形、植生及び人工物
に遮蔽され、最大垂直視野角は 0.4 度であ
ると予測する。写真において風力発電機と
同時に視認できる景観資源はない。 

⑦ 赤田城址(見晴らし台) 7.1 1.6 

風力発電機の一部が地形及び植生に遮蔽さ
れ、最大垂直視野角は 1.6 度であると予測
する。写真において風力発電機と同時に視
認できる景観資源はない。 

⑧ 
道の駅「西山ふるさと
公苑」 

4.4 2.5 

風力発電機の一部が地形、植生及び人工物
に遮蔽され、最大垂直視野角は 2.5 度であ
ると予測する。写真において風力発電機と
同時に視認できる景観資源はない。 

⑨ 小木ノ城跡 5.3 2.0 

風力発電機の一部が地形及び植生に遮蔽さ
れ、最大垂直視野角は 2.0 度であると予測
する。写真において風力発電機と同時に視
認できる景観資源は「観音岬」がある。 

⑩ 浜忠地区 1.1 9.3 

風力発電機の一部が地形及び植生に遮蔽さ
れ、最大垂直視野角は 9.3 度であると予測
する。写真において風力発電機と同時に視
認できる景観資源はない。 

⑪ 滝谷地区 3.0 0.4 

風力発電機の一部が地形及び植生に遮蔽さ
れ、最大垂直視野角は 0.4 度であると予測
する。写真において風力発電機と同時に視
認できる景観資源はない。 

⑫ 黒部地区 3.3 2.2 

風力発電機の一部が地形、植生及び人工物
に遮蔽され、最大垂直視野角は 2.2 度であ
ると予測する。写真において風力発電機と
同時に視認できる景観資源はない。 

⑬ 別山地区 2.2 1.2 

風力発電機の一部が地形及び植生に遮蔽さ
れ、最大垂直視野角は 1.2 度であると予測
する。写真において風力発電機と同時に視
認できる景観資源はない。 

⑭ 
別ヶ屋地区（一般国道
116 号） 

5.8 0.3 

風力発電機の一部が地形及び植生に遮蔽さ
れ、最大垂直視野角は 0.3 度であると予測
する。写真において風力発電機と同時に視
認できる景観資源はない。 

注：最大垂直視野角については、手前の地形、植生及び建造物等の遮蔽状況を考慮し算出した。 

 

  



 

10.1.7-47 

(1517) 

表 10.1.7-3(2) 風力発電機の視認状況の予測結果 

番号 予測地点 
垂直視野角が 

最大となる風車
との距離（㎞） 

最大垂直視野角 
（度） 

眺望の変化の状況 

⑮ 
西山自然体験交流施設
ゆうぎ 駐車場（主要地
方道 48 号） 

0.6 14.4 

風力発電機の一部が地形及び植生に遮蔽さ
れ、最大垂直視野角は 14.4 度であると予
測する。写真において風力発電機と同時に
視認できる景観資源はない。 

⑯ 
一般県道 336号（稲川地
区） 

1.5 5.3 

風力発電機の一部が地形及び植生に遮蔽さ
れ、最大垂直視野角は 5.3 度であると予測
する。写真において風力発電機と同時に視
認できる景観資源はない。 

⑰ 
一般県道 336号（石地地
区） 

1.2 7.7 

風力発電機の一部が地形及び植生に遮蔽さ
れ、最大垂直視野角は 7.7 度であると予測
する。写真において風力発電機と同時に視
認できる景観資源はない。 

⑱ 
道の駅「越後出雲崎・
天領の里」（一般国道
352 号） 

1.0 9.2 

風力発電機の一部が地形及び植生に遮蔽さ
れ、最大垂直視野角は 9.2 度であると予測
する。写真において風力発電機と同時に視
認できる景観資源はない。 

注：最大垂直視野角については、手前の地形、植生及び建造物等の遮蔽状況を考慮し算出した。 

  



 

10.1.7-48 

(1518) 

(c) 評価の結果 

ｱ. 環境影響の回避、低減に係る評価 

地形改変及び施設の存在に伴う景観への影響を低減するための環境保全措置は、以下

のとおりである。なお、「国立・国定公園内における風力発電施設の審査に関する技術的

ガイドライン」（環境省、平成 25 年）を参考とした。 

・地形及び樹木等による遮蔽状況を考慮した風力発電機の配置とした。 

・風力発電機は、周囲の環境になじみやすいような環境融和色（グレー系）に塗装する。 

・周囲の地形や既存道路等を活用することで、改変面積及び伐採面積を可能な限り低減

するとともに、造成により生じた切盛法面は適切に緑化を行い、植生の早期回復に努

め、修景を図る。 

 

主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望景観への影響についての評価の結果は表

10.1.7-4 のとおりである。 

上記の環境保全措置を講じることにより、地形改変及び施設の存在に伴う景観に関す

る影響は、実行可能な範囲内で低減が図られているものと評価する。 

 

 

  



  

10.1.7-49 

(1519) 

表
10
.1
.7
-4
(1
) 

評
価
の
結
果
（
主
要
な
眺
望
点
及
び
景
観
資
源
の
直
接
改
変
）
 

予
測
及
び
評
価
の
項
目
 

影
響
の
有
無
、
程
度
 

該
当
す
る
主
要
な
眺
望
点

 
評
価
の
結
果
 

主
要

な
眺

望
点

へ
の

直
接
的
な
影
響

 
主
要
な
眺
望
点
の
直
接

改
変
 

あ
り

 
（
該
当
な
し
）
 

該
当
す
る
眺
望
点
は
な
い
た
め
、
影
響
は
な
い
。

 

な
し

 
す
べ
て
の
主
要
な
眺
望
点
 

改
変
し
な
い
た
め
、
影
響
は
な
い
。
 

景
観

資
源

へ
の

直
接

的
な
影
響

 

景
観
資
源
の
直
接
改
変

 
あ
り

 
（
該
当
な
し
）
 

該
当
す
る
景
観
資
源
は
な
い
た
め
、
影
響
は
な
い
。

 

な
し

 
す
べ
て
の
景
観
資
源
 

改
変
し
な
い
た
め
、
影
響
は
な
い
。
 

 

表
10
.1
.7
-4
(2
-1
) 

評
価
の
結
果
（
風
力
発
電
機
の
視
認
程
度
）
 

予
測
及
び

 

評
価
の
項
目

 
影
響
の
有
無
、
程
度
 

該
当
す
る
主
要
な
眺
望
点

 
評
価
の
結
果
 

主 要 な 眺 望 景 観 へ の 影 響 

風 力 発 電 機 の 視 認 程 度 

垂
直
視
野
角
 

送
電
鉄
塔
の
見
え
方
の
知
見

 
N
E
DO

に
お
け
る
知
見
 

視
認
で
き
な
い
 

－
 

－
 

①
良
寛
と
夕
日
の
丘
公
園

 
視
認
で
き
な
い
た
め
、
影
響
は
な
い
。
 

垂
直
視
野
角
：
0
.
3
～
0
.4

度
 
※
1
参
考
資
料
に
見
え
方
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。

 

約
1
.5

度
ま
で
は
、（

風
力
発
電
機

は
見
え
る
が
）
気
に
な
ら
な
い
。

 

⑥
ぴ
あ
パ
ー
ク
 
と
う
り
ん
ぼ

 

⑪
滝
谷
地
区
 

⑭
別

ヶ
屋

地
区

（
一

般
国

道

1
16

号
）
 

 

眺
望
景
観
に
変
化
は
あ
る
が
、
風
力
発
電
機
は
周
囲
の

環
境
に
な
じ
み
や
す
い
よ
う
な
環
境
融
和
色
（
グ
レ
ー

系
）
に
塗
装
し
、
地
形
及
び
樹
木
等
に
よ
る
遮
蔽
状
況

を
考
慮
し
た
配
置
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
実
行
可
能
な

範
囲
内
で
影
響
の
低
減
が
図
ら
れ
て
い
る
。

 

垂
直
視
野
角
：
0
.5

度
 

輪
郭
が
や
っ
と
わ
か
る
。

 
（
該
当
な
し
）
 

 

「
垂
直
視
野
角

0
.
5
度
」
の
見
え
方
に
該
当
す
る
眺
望

点
は
な
い
た
め
、
影
響
に
つ
い
て
は
評
価
対
象
と
は
し

な
い
。
 

垂
直
視
野
角
：
1
度
 

十
分

見
え

る
け

れ
ど

、
景

観
的

に
は

ほ

と
ん
ど
気
に
な
ら
な
い
。

 

垂
直
視
野
角
：
1
.2

度
 

※
1
参
考
資
料
に
見
え
方
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。

 

⑬
別
山
地
区
 

 
眺

望
景

観
に

変
化

は
あ

る
が

、
「

送
電

鉄
塔

の
見

え

方
」
の
知
見
に
お
い
て
「
シ
ル
エ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る

場
合
に
は
よ
く
見
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
景
観
的
に
気

に
な
り
出
す
。
シ
ル
エ
ッ
ト
に
な
ら
ず
、
さ
ら
に
環
境

融
和
塗
色
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
ほ
と
ん
ど
気
に

な
ら
な
い
。
光
線
の
加
減
に
よ
っ
て
は
見
え
な
い
こ
と

も
あ
る
。
」
と
さ
れ
る
視
野
角
を
下
回
り
、

N
E
D
O
の
知

見
に
お
い
て
「
約

1
.
5
度
ま
で
は
、（

風
力
発
電
機
は
見

え
る

が
）

気
に

な
ら

な
い

。
」

と
さ

れ
る

視
野

角
で

あ

る
。
風
力
発
電
機
は
周
囲
の
環
境
に
な
じ
み
や
す
い
よ

う
な
環
境
融
和
色
（
グ
レ
ー
系
）
に
塗
装
し
、
地
形
及

び
樹
木
等
に
よ
る
遮
蔽
状
況
を
考
慮
し
た
配
置
と
し
た

こ
と
に
よ
り
、
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
影
響
の
低
減
が

図
ら
れ
て
い
る
。
 

注
：
※
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
※

1
：「

景
観
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）」
（

U
H
V
送
電
特
別
委
員
会
環
境
部
会
立
地
分
科
会
、
昭
和

5
6
年
）
に
よ
る
鉄
塔
の
見
え
方
の
知
見
 

※
2
：
「
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
NE
DO
）」

の
「
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
迅
速
化
研
究
開
発
事
業
（
既
設
風
力
発
電
施
設
等
に
お
け
る
環
境
影
響
実
態
把
握

1）
」（

平
成

29
年
）
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表
10
.1
.7
-4
(2
-2
) 

評
価
の
結
果
（
風
力
発
電
機
の
視
認
程
度
）
 

予
測
及
び

 

評
価
の
項
目

 

影
響
の
有
無
、
程
度
 

該
当
す
る
主
要
な
眺
望
点

 
評
価
の
結
果
 

垂
直
視
野
角
 

送
電
鉄
塔
の
見
え
方
の
知
見

 
N
E
DO

に
お
け
る
知
見
 

主 要 な 眺 望 景 観 へ の 影 響 

風 力 発 電 機 の 視 認 程 度 

垂
直
視
野
角
：
1
.
5
～
2
度
 

シ
ル

エ
ッ

ト
に

な
っ

て
い

る
場

合
に

は

よ
く

見
え

、
場

合
に

よ
っ

て
は

景
観

的

に
気

に
な

り
出

す
。

シ
ル

エ
ッ

ト
に

な

ら
ず

、
さ

ら
に

環
境

融
和

塗
色

が
さ

れ

て
い

る
場

合
に

は
、

ほ
と

ん
ど

気
に

な

ら
な

い
。

光
線

の
加

減
に

よ
っ

て
は

見

え
な
い
こ
と
も
あ
る
。

 

※
2
参
考
資
料
に
見
え
方
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
｡
 

④
高
浜
海
水
浴
場
 

⑦
赤
田
城
址
（
見
晴
ら
し

台
）
 

⑨
小
木
ノ
城
跡
 

眺
望

景
観

に
変

化
は

あ
る

が
、
「

送
電

鉄
塔

の
見

え

方
」
の
知
見
に
お
い
て
「
シ
ル
エ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る

場
合
に
は
よ
く
見
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
景
観
的
に
気

に
な
り
出
す
。
シ
ル
エ
ッ
ト
に
な
ら
ず
、
さ
ら
に
環
境

融
和
塗
色
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
ほ
と
ん
ど
気
に

な
ら
な
い
。
光
線
の
加
減
に
よ
っ
て
は
見
え
な
い
こ
と

も
あ
る
。
」
と
さ
れ
る
視
野
角
で
あ
り
、

N
E
DO

の
知
見

に
お
い
て
「
負
の
意
味
で
風
力
発
電
機
を
気
に
す
る
よ

う
に

な
る

。
」

と
さ

れ
る

視
野

角
を

下
回

る
。

風
力

発

電
機
は
周
囲
の
環
境
に
な
じ
み
や
す
い
よ
う
な
環
境
融

和
色
（
グ
レ
ー
系
）
に
塗
装
し
、
地
形
及
び
樹
木
等
に

よ
る

遮
蔽

状
況

を
考

慮
し

た
配

置
と

し
た

こ
と

に
よ

り
、
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
影
響
の
低
減
が
図
ら
れ
て

い
る
。
 

垂
直
視
野
角
：
2
.
2
～
2
.5

度
 

 

※
1
参

考
資

料
に

見
え

方
が

記
載

さ
れ

て
い
な
い
。

 

⑧
道

の
駅

「
西

山
ふ

る
さ

と

公
苑
」
 

⑫
黒
部
地
区
 

眺
望

景
観

に
変

化
が

あ
る

が
、
「

送
電

鉄
塔

の
見

え

方
」
の
知
見
に
お
い
て
「
比
較
的
細
部
ま
で
よ
く
見
え

る
よ

う
に

な
り

、
気

に
な

る
。

圧
迫

感
は

受
け

な

い
。
」
と
さ
れ
る
視
野
角
を
下
回
り
、

N
E
DO

の
知
見
に

お
い
て
「
負
の
意
味
で
風
力
発
電
機
を
気
に
す
る
よ
う

に
な

る
。
」

と
さ

れ
る

視
野

角
を

下
回

る
。

風
力

発
電

機
は
周
囲
の
環
境
に
な
じ
み
や
す
い
よ
う
な
環
境
融
和

色
（
グ
レ
ー
系
）
に
塗
装
と
す
る
等
の
環
境
保
全
措
置

を
講
じ
る
こ
と
で
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
影
響
の
低
減

が
図
ら
れ
て
い
る
。
 

垂
直
視
野
角
：
3
度
 

比
較

的
細

部
ま

で
よ

く
見

え
る

よ
う

に

な
り

、
気

に
な

る
。

圧
迫

感
は

受
け

な

い
。
 

（
該
当
な
し
）
 

 

「
垂
直
視
野
角

3
度
」
及
び
「
垂
直
視
野
角

4
.
0
度
」

の
見
え
方
に
該
当
す
る
眺
望
点
は
な
い
た
め
、
影
響
に

つ
い
て
は
評
価
対
象
と
は
し
な
い
。
 

垂
直
視
野
角
：
4
.0

度
 

 

※
1
参

考
資

料
に

見
え

方
が

記
載

さ
れ

て
い
な
い
。

 

負
の
意
味
で
風
力
発
電
機
を
気
に
す

る
よ
う
に
な
る
。

 

注
：
※
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
※

1
：「

景
観
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）」
（

U
H
V
送
電
特
別
委
員
会
環
境
部
会
立
地
分
科
会
、
昭
和

5
6
年
）
に
よ
る
鉄
塔
の
見
え
方
の
知
見
 

※
2
：
「
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
NE
DO
）」

の
「
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
迅
速
化
研
究
開
発
事
業
（
既
設
風
力
発
電
施
設
等
に
お
け
る
環
境
影
響
実
態
把
握

1）
」（

平
成

29
年
）
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表
10
.1
.7
-4
(2
-3
) 

評
価
の
結
果
（
風
力
発
電
機
の
視
認
程
度
）
 

予
測
及
び

 

評
価
の
項
目

 

影
響
の
有
無
、
程
度
 

該
当
す
る
主
要
な
眺
望
点

 
評
価
の
結
果
 

垂
直
視
野
角
 

送
電
鉄
塔
の
見
え
方
の
知
見

 
N
E
DO

に
お
け
る
知
見
 

主 要 な 眺 望 景 観 へ の 影 響 

風 力 発 電 機 の 視 認 程 度 

垂
直
視
野
角
：
4
.1

度
 

※
1
参
考
資
料
に
見
え
方
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。

 

※
2
参
考
資
料
に
見
え
方
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
｡
 

⑤
勝
山
城
址
 

眺
望

景
観

に
変

化
が

あ
る

が
、

「
送

電
鉄

塔
の

見
え

方
」
の
知
見
に
お
い
て
「
や
や
大
き
く
見
え
、
景
観
的

に
も
大
き
な
影
響
が
あ
る
（
構
図
を
乱
す
）
。
圧
迫
感

は
あ
ま
り
受
け
な
い
（
上
限
か
）
。
」
と
さ
れ
る
視
野

角
を
下
回
り
、
N
E
DO

の
知
見
に
お
い
て
「
風
力
発
電
機

に
対
し
て
圧
迫
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
る
。
」
と
さ
れ

る
視
野
角
を
下
回
る
。
風
力
発
電
機
は
周
囲
の
環
境
に

な
じ
み
や
す
い
よ
う
な
環
境
融
和
色
（
グ
レ
ー
系
）
に

塗
装
と
す
る
等
の
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
で
実

行
可
能
な
範
囲
内
で
影
響
の
低
減
が
図
ら
れ
て
い
る
。

 

垂
直
視
野
角
：
5
～
6
度
 

や
や

大
き

く
見

え
、

景
観

的
に

も
大

き

な
影
響
が
あ
る
（
構
図
を
乱
す
）。

圧
迫

感
は
あ
ま
り
受
け
な
い
（
上
限
か
）
。

 

②
石
地
海
岸
 

⑯
一
般
県
道

3
36

号
（
稲
川

地
区
）

 

 

眺
望

景
観

に
変

化
が

あ
る

が
、

「
送

電
鉄

塔
の

見
え

方
」
の
知
見
に
お
い
て
「
や
や
大
き
く
見
え
、
景
観
的

に
も
大
き
な
影
響
が
あ
る
（
構
図
を
乱
す
）
。
圧
迫
感

は
あ
ま
り
受
け
な
い
（
上
限
か
）
。
」
と
さ
れ
る
視
野

角
で
あ
り
、
N
E
DO

の
知
見
に
お
い
て
「
負
の
意
味
で
風

力
発
電
機
を
気
に
す
る
よ
う
に
な
る
。
」
と
さ
れ
る
視

野
角
を
下
回
る
。
風
力
発
電
機
は
周
囲
の
環
境
に
な
じ

み
や
す
い
よ
う
な
環
境
融
和
色
（
グ
レ
ー
系
）
に
塗
装

と
す
る
等
の
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
で
実
行
可

能
な
範
囲
内
で
影
響
の
低
減
が
図
ら
れ
て
い
る
。

 

垂
直
視
野
角
：
7
.7

度
 

※
1
参
考
資
料
に
見
え
方
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。

 

⑰
一
般
県
道

3
36

号
（
石
地

地
区
）

 

眺
望

景
観

に
変

化
が

あ
る

が
、

「
送

電
鉄

塔
の

見
え

方
」

の
知

見
に

お
い

て
「

眼
い

っ
ぱ

い
に

大
き

く
な

り
、
圧
迫
感
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。
平
坦
な
と
こ
ろ

で
は
垂
直
方
向
の
景
観
要
素
と
し
て
は
際
立
っ
た
存
在

に
な
り
、
周
囲
の
景
観
と
は
調
和
し
え
な
い
。
」
と
さ

れ
る
視
野
角
を
下
回
り
、
N
E
DO

の
知
見
に
お
い
て
「
風

力
発

電
機

に
対

し
て

圧
迫

感
を

覚
え

る
よ

う
に

な

る
。
」
と
さ
れ
る
視
野
角
を
下
回
る
。
風
力
発
電
機
は

周
囲

の
環

境
に

な
じ

み
や

す
い

よ
う

な
環

境
融

和
色

（
グ
レ
ー
系
）
に
塗
装
と
す
る
等
の
環
境
保
全
措
置
を

講
じ
る
こ
と
で
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
影
響
の
低
減
が

図
ら
れ
て
い
る
。
 

注
：
※
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
※

1
：「

景
観
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）」
（

U
H
V
送
電
特
別
委
員
会
環
境
部
会
立
地
分
科
会
、
昭
和

5
6
年
）
に
よ
る
鉄
塔
の
見
え
方
の
知
見
 

※
2
：
「
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
NE
DO
）」

の
「
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
迅
速
化
研
究
開
発
事
業
（
既
設
風
力
発
電
施
設
等
に
お
け
る
環
境
影
響
実
態
把
握

1）
」（

平
成

29
年
）
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表
10
.1
.7
-4
(2
-4
) 

評
価
の
結
果
（
風
力
発
電
機
の
視
認
程
度
）
 

予
測
及
び

 

評
価
の
項
目

 

影
響
の
有
無
、
程
度
 

該
当
す
る
主
要
な
眺
望
点

 
評
価
の
結
果
 

垂
直
視
野
角
 

送
電
鉄
塔
の
見
え
方
の
知
見

 
N
E
DO

に
お
け
る
知
見
 

主 要 な 眺 望 景 観 へ の 影 響 

風 力 発 電 機 の 視 認 程 度 

垂
直
視
野
角
：
8
.0

度
 

※
1
参
考
資
料
に
見
え
方
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。

 

風
力

発
電

機
に

対
し

て
圧

迫
感

を

覚
え
る
よ
う
に
な
る
。

 

（
該
当
な
し
）
 

 

「
垂
直
視
野
角

8
.
0
度
」
の
見
え
方
に
該
当
す
る
眺
望

点
は
な
い
た
め
、
影
響
に
つ
い
て
は
評
価
対
象
と
は
し

な
い
。
 

垂
直
視
野
角
：
9
.
2
～
9
.7

度
 

※
2
参
考
資
料
に
見
え
方
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
｡
 

③
夕
日
が
丘
公
園
 

⑩
浜
忠
地
区
 

⑱
道

の
駅

「
越

後
出

雲
崎

・

天
領
の
里
」
（
一
般
国
道

35
2

号
）
 

眺
望

景
観

に
変

化
が

あ
る

が
、

「
送

電
鉄

塔
の

見
え

方
」

の
知

見
に

お
い

て
「

眼
い

っ
ぱ

い
に

大
き

く
な

り
、
圧
迫
感
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。
平
坦
な
と
こ
ろ

で
は
垂
直
方
向
の
景
観
要
素
と
し
て
は
際
立
っ
た
存
在

に
な
り
、
周
囲
の
景
観
と
は
調
和
し
え
な
い
。
」
と
さ

れ
る
視
野
角
を
下
回
る
。
風
力
発
電
機
は
周
囲
の
環
境

に
な
じ
み
や
す
い
よ
う
な
環
境
融
和
色
（
グ
レ
ー
系
）

に
塗
装
と
す
る
等
の
環
境
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
で

実
行

可
能

な
範

囲
内

で
影

響
の

低
減

が
図

ら
れ

て
い

る
。
 

垂
直
視
野
角
：
1
0
～
12

度
 

眼
い

っ
ぱ

い
に

大
き

く
な

り
、

圧
迫

感

を
受

け
る

よ
う

に
な

る
。

平
坦

な
と

こ

ろ
で

は
垂

直
方

向
の

景
観

要
素

と
し

て

は
際

立
っ

た
存

在
に

な
り

、
周

囲
の

景

観
と
は
調
和
し
え
な
い
。

 

（
該
当
な
し
）
 

「
垂
直
視
野
角

1
0
～
1
2
度
」
の
見
え
方
に
該
当
す
る
眺

望
点
は
な
い
た
め
、
影
響
に
つ
い
て
は
評
価
対
象
と
は

し
な
い
。
 

垂
直
視
野
角
：
1
4
.4

度
 

※
1
参
考
資
料
に
見
え
方
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。

 

⑮
西

山
自

然
体

験
交

流
施

設

ゆ
う
ぎ

 
駐
車
場
（
主
要
地
方

道
4
8
号
）
 

眺
望

景
観

に
変

化
が

あ
る

が
、

「
送

電
鉄

塔
の

見
え

方
」
の
知
見
に
お
い
て
「
見
上
げ
る
よ
う
な
仰
角
に
な

り
、
圧
迫
感
も
強
く
な
る
。
」
と
さ
れ
る
視
野
角
を
下

回
る
。
眺
望
目
的
で
利
用
さ
れ
る
地
点
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
が
、
樹
木
や
地
形
で
遮
蔽
さ
れ
る
風
力
発
電

機
を
多
く
す
る
こ
と
で
視
認
で
き
る
風
力
発
電
機
の
本

数
を
限
定
し
、
ま
た
風
力
発
電
機
は
周
囲
の
環
境
に
な

じ
み
や
す
い
よ
う
な
環
境
融
和
色
（
グ
レ
ー
系
）
に
塗

装
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
影
響

の
低
減
が
図
ら
れ
て
い
る
。
 

垂
直
視
野
角
：
2
0
度
 

見
上

げ
る

よ
う

な
仰

角
に

な
り

、
圧

迫

感
も
強
く
な
る
。

 

（
該
当
な
し
）
 

「
垂
直
視
野
角

2
0
度
」
の
見
え
方
に
該
当
す
る
眺
望
点

は
な
い
た
め
、
影
響
に
つ
い
て
は
評
価
対
象
と
は
し
な

い
。
 

注
：
※
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
※

1
：「

景
観
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）」
（

U
H
V
送
電
特
別
委
員
会
環
境
部
会
立
地
分
科
会
、
昭
和

5
6
年
）
に
よ
る
鉄
塔
の
見
え
方
の
知
見
 

※
2
：
「
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
NE
DO
）」

の
「
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
迅
速
化
研
究
開
発
事
業
（
既
設
風
力
発
電
施
設
等
に
お
け
る
環
境
影
響
実
態
把
握

1）
」（

平
成

29
年
）
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表
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評
価
の
結
果
（
景
観
資
源
と
風
力
発
電
施
設
と
の
位
置
関
係
）
 

予
測
及
び
評
価
の
項
目
 

影
響
の
有
無
、
程
度

 
該
当
す
る
景
観
資
源
 

評
価
の
結
果
 

主
要
な
眺
望
景
観

へ
の
影
響

 

 

景
観

資
源

と
 

風
力

発
電

施
設

 

と
の

位
置

関
係

 

主
要
な
眺
望
点
よ
り
対
象
事
業
実

施
区
域
方
向
を

見
た
場
合
に
、
景
観
資
源
が
本
事

業
の
風
力
発
電

機
と
同
時
に
視
認
で
き
る
。

 

観
音
岬
 

風
力
発
電
機

は
周
囲

の
環
境

に
な

じ
み
や
す
い

よ
う
な

環
境
融
和
色

（
グ
レ

ー
系
）

に
塗

装
す
る

な
ど

の
環
境

保
全
措
置
を

講
じ
る

こ
と
に

よ
り

、
実
行
可
能

な
範
囲

内
で
影
響
の
低
減
が
図
ら
れ
て
い
る
。
 

主
要
な
眺
望
点
よ
り
対
象
事
業
実

施
区
域
方
向
を

見
た
場
合
に
、
視
認
で
き
な
い
。
 

上
記
以
外
の
景
観
資
源
 

視
認
で
き
な
い
た
め
、
影
響
は
な
い
。
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